
≪発掘調査の概要≫

建物群南側の調査（纏向遺跡第173次調査）

1，はじめtこ

桜井市教育委員会では桜井市大字辻48番地と41番地で、纏向遺跡第173次調査を実施しました。
この調査は一連の範囲確認調査では5回目の調査となります。これまでIこ引き続き土地所有者並び
に地元関係者の方々より多大なるご協力を賜りました。まずこの場を借りて御礼申し上げます。
調査地は標高75m前後の扇状地上にあります。扇状地を細かく見ると、過去に河川が流れていて

やや低いところ（旧河道）と、河川に削り残されたやや高いところ（微高地）にわけることができま
す。調査地は太田北微高地と呼んでいる東西に伸びる微高地上にあり、南北のi日河道からは2mほど
高くなっています。この微高地では庄内式期の遺構が多く見つかっていることから、これまでも注目
を集めてきました（図1）。

173次調査では、これまでの調査地より南側で調査を行いました。173次調査地の北側には庄内3
式期以前こ建物群が存在していたことがわかっており、その南側の状況を知ることが目的でした。な
お、調査は平成23年12月5日から平成24年3月26日の聞iこ行い、調査面積は370nfとなります。
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第173次調査地全景（北から）



2，検出された遺構と遺物
今回の調査では、168次調査などで検出している建物群構築前の整地層は確認できず、地山層上面

での遺構検出となりました。
検出された主な遺構としては、東西方向の溝（SD－1001）、南北方向の溝（SX－1001）、方形の落ち込

み（SX－1003）や土坑（SK－1001、SK－1003、SK－1004）、ピット（小穴）などがあります。しかしいず
れの遺構も建物群Iこ伴う確証を得ることはできず、可能性のある遺構を検出するにととまりました。
遺構の密度はこれまでの範囲確認調査で調査した範囲より低く、疎らにしか認められませんでした。

これは浅い遺構が後世に削られた可能性と、当初から遺構の数が少なかった2通りの可能性が考えら
れます。173次調査の遺構検出面は標高約73．4mで、これまでの調査とほぼ同じ高さであるにもかか
わらず遺構密度が低いことを考えると、後者の可能性も十分考えられます。

また、南側の谷部iこも調査区を設けたところ、時期は不明ですが旧流路を確認しました。調査した
場所は緩やかな流水による土層が厚く堆積しており、遺構・遺物は全く確認できませんでした。調査
地は現状の地形でも微高地より1mほど低くなっており、過去に3世紀の遺構があったとしても既に
この旧流路Iこ削られ谷部では残存していない可能性が高いと考えられます。

（1）建物群tこ伴う可能性のある遺構
今回の調査では主に3世紀と4世紀の遺構

が検出されていますが、まず建物群iこ伴う可
能性のある遺構Iこついて紹介していくことと
しましよう。
ピット（小穴）列？
調査区の中央付近ではピット群を検出して

います。このうちの一部がピット列として直

線iこ並ぶ可能性があります。i直線に並ぶビッ
トは3基を検出しており、各ピット間の距離
は約2．9mをはかります。

仮Iこピット列とすれば、建物群の軸線とほ
ぼ軸を同じくしています。ただし出土した遺
物が土器の細片のみで時期を決める資料に
欠Iナるため、検討の余地が残ります。
東西溝SD－1001
東西溝SD－1001は調査区の南端を東西Iこ

走る幅60cm程の溝で、長さ6m以上あるこ
とを確認しています。深さは平均して10cm
はとしか残っていませんでした。溝の上部
は後世に削平を受けたものと考えられます。
溝の中からは庄内3式～存留0式の土器

が細片Iこなって出土しました。そのためこ
の時期に埋没したと考えられます。

建物群は庄内式期でも古相段階に造られ、
庄内3式期Iこ壊されたと考えられますので、
仮iここの溝が埋まるまでの機能していた時
期を長く見積もるのであれば、両者が併存
していた可能性があります。ただし建物群

の中軸線が真西Iこ対して南へ40振るのに対
して、SD－1001は真西から北へ50振ってお
り、その方向が異なります。

ピット列、SD－1001両者とも、現状では
建物群に伴うかどうかはわかりません。今
後の調査の成果をあわせて検討する必要が
残ったといえるでしょう。

列となる可能性のあるピット群（東から）
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（2）その他の遺構
土坑SK－1001、SK－1003、SK－1004は168次調査で検

出した大型土坑（SK－3001）とiまほ同時期のものです。土
坑SK－1004からは、完形の土器やミニチュア土器が出
土しています。纏向遺跡でもこの調査区周辺では祭祀Iこ
関わるような土抗が多く検出されてあり、これらとの関
連が注目されます。

調査区の西側では、布留2～3式期に埋没した南北
溝SX－1001を検出しています。幅約8mある溝で、長
さ50m以上続くことがわかっています。また、SX－1001
南端の西隣にはSX－1004が存在します。こちらも出土
した土器から、同時期に埋没したと考えられます。SX－
1001とSX－1004との間には盛土があり、両遺構を区切っ
ていました。

纏向遺跡の中でも庄内式期の遺構が多く検出される辻
地区ですが、存留式期でも新しい時期に下る大規模な遺

構が検出されたことも、一連の範囲確認調査の大きな成
果といえるでしょう。
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3，まとめ
今回の調査では168次調査地の南隣、建物群の南側を調査し、遺構の様子をさぐることができまし

た。順に知見を挙げていくと、
①今回の調査区のなかでは、確実な建物遺構は認められませんでした。後世の削平をどの程度見積
もるかにもよりますが、調査区内i三は北側の建物群に匹敵するような大規模な建物はなかった可能性
があるといえるでしょう。また、遺構密度が低いことは、調査地が空閑地であった可能性をも示唆す
るものです。
②建物群に開通する可能性がある遺構は、列となる可能性のあるピットと東西溝が挙げられますが、

今回の調査範囲内ではいずれも確証を得ることができませんでした。今後の調査の成果とあわせて
考える必要のあるものといえます。

今後も関係各位のご協力のもと、周辺地区の調査を推進し、居館域の構造や個々の遺構の性格を
明らかにしていきたいと考えています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（森　暢郎）

勝山古墳一握向石塚古墳問の調査（纏向遺跡第172次調査）

纏向遺跡第172次調査は纏向右塚古墳、勝山古
墳の中間地点、纏向小学校の北側でおこないました。
纏向遺跡の中でも本調査区から大字辻一帯は庄内

式期の遺構が集中する地区として知られています。
3世紀Iこ遡る建物群を検出して話題となった166次
調査地からは西へ約440mの地点となります。

この調査は長さ8m、幅6mととても狭い範囲でし
たが、5世紀頃の溝と3世紀頃の溝・土抗などがみ
つかりました。

3世紀の溝・土坑からは、多くの土器が出土して
います。土器は煮炊きIこ使われる霊や、貯蔵に用
いられる壷が多数を占めています。周辺の調査では
実用的でないミニチュア土器が出土した土坑も多
く見つかっており、それらの土抗とは異なる性格を
持っていたと考えられます。今後はそれらの土抗と
比較しながら遺構の性格を考える必要があります。

5世紀の溝SDOlからは、食物を蒸すために使っ
た甑や、土を掘るための鋤の他、埴輪が出土してい
ます。馬や人などの形をした形象埴輪ではなく筒形
をした円筒埴輪です。勝山古墳や纏向石塚古墳には
埴輪は認められないので、別の古墳の埴輪だったよ
うです。

過去に行った周辺の調査では、築造後に耕作な
どによって壊されてしまった古墳の痕跡も見つかっ
ているため、今回検出した5世紀の溝も同様に古墳
に伴うものかもしれません。少なくとも、埴輪がみ
つかったことは172次調査地の近くにかつて古墳が
あったことをしめしています。纏向の土地は5世紀
以降Iこは人々の墓域として利用されることもあった
ようです。
纏向遺跡というと卑弥呼の時代、3世紀の遺構が

注目を集めることが多いのですが、その他にも様々
な時代の遺構・遺物が眠っていることがわかる調査
でした。　　　　　　　　　　　　（森　暗部）

SDOl　遺物出土状況（北から）

田せずか一 二 ；一丁・∴ ∴ ∴＿∴ ∴∴ 信 子Ji ∴∴ ＿　　：チ’

・＼章

一 言一書：

博 醸 ／

／：薫）／ト
ト ∴

i
L ∴∴

ふ一一．∴
＼＿／空電’

∴1 0　 ㌧∴∴
／i言 「：董　∴ ＋

　 ∴

云 速 了＼＿；

∴　∴ ∴

／＼／

、：

「 鴨 「

一二∴∴
∴l S 〇 ・∴

／態 、、i＿、

㌢シi 薄 雲撃 覇

。－∴／藤 ＿i＿＿二＿

● ：∴ ∴ 「

ノ‖ノ＿ 、＿＿＿鑑 三逃

遺構完掘状況（北西から）

日昌＿〈



鉄器生産を示す遺物がみつかった調査（纏向遺跡第174次調査）

花粉の襲来もようやく終焉を迎える4月半ばi三
縄向遺跡第174次調査は始まりました。調査地は

纏向石塚古墳の北東200m、居館域の発掘調査地点
からは北西に約400mの地点です。この調査地の東

側で行われた発掘調査では、古代や古墳時代の旧
河道（埋まってしまったIiiの跡）が見つかってお
り、今回の調査地はその旧河達の延長上にあたっ

ていました。そのような理由で、当初は遺構や遺

物が纏向遺跡の中でも比較的少ない地域と考えて
いました。

しかし、重機で表土や耕作土を取り除くとあら

われたのは土器を多く含んだ真っ黒な土。纏向遺
跡でこの土がみつかると、土器や遺構が見つかる

ことが大きく期待されます。当初持っていた先入
観を捨て、遺物や遺構の検出に励むことにしまし
た。

調査の結果、浅い土抗や小規模な溝を検出した
にすぎませんでしたが、約60壷の小さな調査範囲
からコンテナケース20箱分の多量の遺物が出土し

ました。そのほとんどは纏向遺跡の最盛期である
3世紀代のものです。

それらの遺物の中には、近辺で鉄器生産がおこ
なわれていたことを示す錨（炉に空気を送り込む

道具）の羽口や鉄澤、鉄片など特筆すべきものが
ありました。鉄器はその当時では責重なもので、

纏向遺跡の中でいつ・どのくらいの規模で鉄製品

の生産が行われていたか解明していくことが今後
必要になっていきます。

5月の半ばi三は発掘調査が終了し、現在は出土

した遺物を整理し、そこから読み取れる人々の歴
史について考えています。　　　（丹羽　恵ニ）

6 8 日 動 賦 課 お －こ（“ 、i　∴∵ ∴
＼

ナ＼／＼i／÷召
集／ナ／ ‾ゼ

′＼碕 ！

∴

∴

∴ ∴ ∴

∴ ∴ ∴

∴ ∴言
∴∴∴

繚

∴　 ∴　十

∵ ： ∴ ∴ ∴ ∴さ
漉 －

（

∴∵ ∴∴

＼：三＼、滴 懸

∴ヽ1－∴ ∴
∴ ∴ ∴ ∴ ；＼＼ぅ

＼ぺ 実

意‾追号 ，＼

ムー1－／、 ▲‾：‾l

∴ ∴

・；柔享 ／：
∵ ∴

軽 鳥 羅

∴∴
∴ ∴

∴ ∴
∴子

∵

‾∴ ∴∴ ∴ ∴
名 高 一十 一・

∴ ● ∵ ∴

∵ ∴

∴ ．

∴∴

・∴

∴∴

∴

∵ ．∴　 ∴∴十 一

）

）

∴ ∴ 一∴†ニー＼i！
∴　 ∴

＼＼か i

溶 ノ 、／

続 き

琴 擁 ＿、ヱ玄 灘 彊 ＿－　＿
■

薄 ′

∴＝ヽ “i登 lふ粛農：

第174次調査区全景（北から）

、‾ ＼ ＼言　∴∴ ／ ‘ ノ

＼

ノ

窯，匂、

÷

　 ∴∴ ∴ ∴、＿　 ∴∴

ごナ≡手書雪“

∴∴ 「∴

i邁 嫁 ／／－

i＼

＼ ‾‾′

itI ／‾

∴ ∴
∴ 「、

∴ ∴　∴ ∴ ∴

‘、照 臆 賀 齢

∴．

「 ∴∴ ∴∴

一、∴

1 r ；i

遥 こiゝ ㌢

∴∴

＼遠 藤

∴ ∴

／三 線 1‾　‾∴

十 ・ノ： ∴

一 m 喜 一 ：→

∴
‾’＼／‾漣

一、2

出土した土器を清掃しているところ

l　I I　　　　 Iij ．江上 ：出“ii●日日●　　　掴種
…‥　 導 貯 ∴∵晋… 裏山滝　 i 十一 刷次正三謡二二二ここ麗 閻 I

旧 聞 躍 駈雫
I f

なさ∴i＝義l
I i 1 汀，o∴∴l拙 I ：草 鰹 葺

l
i
l

l
l “

† ：n　　　　　　　　 l ； 蛙重 量聖教

寄 li
llltlん

H 鵠 ≡ 詔 弼

畠・

ロ9
i
I
I

i
i
i
鰯

〇‥＝霊 “‾ ‾‾‾嶋 藤

田

I
l l 象

後置小暮簾 l　，l“当 “仁

桂 劇 評 」 ’

：　1′揮　 即 ，君書 S

2十 」
「「

＋

。「ギ　 ヨ ー奮
峯＝l 督 i l “““‾‾j病■

図2　発掘調査地の位置



《桜井市纏向学研究センタ“がオープンしました！》
平成24年4月Iこ桜井南緯向学研究センターが設立され

ました。センターは、纏向遺跡とそれに関連する遺跡の
調査・研究を行い、日本国家の起源及び文化の究明を通
じて「纏向学」を確立し、遺跡の保存・活用iこ資するこ
とを目的として桜井市が設置したものです。

近年纏向遺跡への関I軌は高まっており、寺澤薫先生を
招鴫し纏向学研究センターの設立を目指してきました。

現在は範囲確認調査で出土した遺物の整理作業や、こ
れまでの末報告の調査地の報告書作りなどをおこない、
纏向遺跡の実態解明にあたっています。

また、今後は纏向遺跡についての講座や公開講演会を
開くなど、纏向遺跡の魅力や重要性を広く情報発信する
とともに、遺跡の保護も目指していきたいとおもいます。

看板を掲げる松井市長と寺澤所長

《纏向石塚古墳の報告書が刊行されました！！》
纏向石塚古墳は纏向遺跡Iこ点在する最古級の前方後円

墳のひとつで、「纏向型前方後円墳」の典型的な例と考え
られている古墳です。墳丘は戦時中に大きく削られてい
ましたが、周濠などから豊富な土器や弧文円板など特殊
な遺物が出土しており、注目を集めています。この纏向

右塚古墳では昭和46年の第1次調査以来、9回の発掘調
査が実施されてきました。

これまで一部調査の概要を示した報告書が刊行されて
いましたが、すべての調査を包括的に示した報告書はあ
りませんでした。
そのためこの古墳をめぐっては、弥生時代の最後の時

期の墳丘墓と考えるのか、あるいは古墳時代の最初期の
古墳と考えるのかといった議論が交わされてきたものの、
議論の土台となる資料Iこ限界がありました。

今回、正報告書が刊行されたことで、ますます議論が
活発になることが期待されます。

《小川塚西・東、サシコマ古墳の測量調査》
纏向遺跡の中に点在する古墳である、小川塚東、小IIi

塚西、サシコマ古墳の測量調査を行いました。
纏向遺跡には箸墓古墳のほか、大小様々な古墳が存在

します。これらの古墳の中には、測量調査や発掘調査が
なされておらず、時期や墳形が未だにわかっていないも
のも存在します。

箸塞古墳の北東約450m、巻野内地区にある小川塚東、
小Iii塚西、サシコマ古墳は天理大学考古学研究会により
測量調査がなされているものの、国土座標iZ位置づiナら
れておらず周辺にあるホウノ山古墳や巻野内石塚古墳と
の正確な位置関係が不明瞭だったため、改めて測量調査
を行いうこととしました。
測量成果の整理・報告は今後の課題ですが、整理が終

わり次第、ご報告したいと孝えています。
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纏向遺跡第173次調査・茅原大墓古墳第5次調査の現地
説明会が平成24年2月18日に開催されました。今回は
桜井市教育委員会が重要な遺跡を並行して調査していたた
め、同時に現地説明会を開催する運びとなりました。

当日は生憎寒風が吹き、時折雪も混じる悪天候でしたが、
両遺跡で延べ1600人と多くの方にお越しいただきました。

現地説明会に来られた方々には出土した遺物や遺構の説
明を聞いていただきました。現地表面からわずか数十cmで
古墳時代の遺構に到達することに驚かれている様子でした。

両遺跡は2キロほど離れていますが、間をハイキングし
て当時Iこ思いを馳せられた方も多かったようです。 現地説明会の風景

《卑弥呼の里・桜井ふるさと寄附金を活用し測量機器電鷺久也蒸眼底》
皆様からの卑弥呼の里・桜井ふるさと寄附金を活用し、桜

井市教育委員会では測量機器（トータルステーション）を導
入しました。この測量機器は光の反射を用いて距離や角度を
算出するもので、遠く離れた地点でもミリメートル単位での
細かな測量が可能となります。纏向遺跡第173次調査以降の
測量で活用しています。

遺構や遺物の正確な位置関係を把握することは、発掘調査
やその後の報告にとって非常に重要なことですので、この測
量機器をつかって良い成果を上げていきたいと思います。

写真は調査の担当者がトータルステーションの取り扱いに
ついて説明を受Iナているところです。
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導入した測量機器

《横井ライオンズクラブ様よりプロジェクターを寄贈頂きました》
桜井ライオンズクラブ様より桜井市教育委員会にプロジェ

クターを寄贈いただきました。平成24年3月贈呈式が行われ、
会長より省都教育長が受Iナ取りました。

写真は寄贈いただいたプロジェクターを使って、桜井市内
の小学校で行った出前授業の様子です。発掘調査時の映像や

現他説明会の風景など子ともたちは熱心に見入っている様
子でした。

今後も纏向遺跡の周知を含めて、桜井市の文化財の普及・
啓発など様々な場面で活用したいと思います。

《報告書作り着々と進行中！！》
これまでIこ発掘調査を行い、建物跡の存在が明らかとなっ

た範囲確認調査の報告書作りも着々と進んでいます。報道や
纏向考古学通信などで調査の概要をご存じの方は多いと思い

ますが出土遺物の検討を行ったり、図上で遺構の再検討を
することで新たにわかることも多くあります。写真は遺物を
実測しているところです。

報告書が刊行されしだい、またお知らせしだいとおもいます。
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《纏向遺跡を掘る調査員たち3》
桜井市の弱査員の紹介コーナーです。このコーナーでは、普段はあ

まり知ることのない発掘調査や報告書の作成に携わっている人々Iこつ
いて紹介しています。第2号で紹介した福家＜んは京都府内で文化財
行政に携わることとなったため、かわりに調査に関わることとなった、
森＜ん、杉山さんを紹介します。

森　暢伽（もり　のぶろう）
奈良県出身です。ご縁があり平成23年4月から桜井市教育委員会

で働くこととなりました。纏向遺跡では今回紹介した172次調査、173

次調査の現場に立つこととなりました。調査現場では周囲の方Iここ迷惑をおかけすることも多く、ま
だまだ修行途中です。現在は整理作業や広報Iこ携わっています。よろしくお願いいたします。
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杉山真由美（すぎやま　まゆみ）
今年から桜井市でお世話になっております。私の出身は関東で、京

都の大学に通い、大学卒業後は兵庫で少し働き・・あっちこっち行って
奈良県の桜井市に辿りつきました。桜井市Iこは考古学の勉強を通して

見聞きしたことのある有名な遺跡が多くあるということもあって、こ
ちらで文化財に関わる仕事をすることを光栄に思いながらも少し緊張
しています。よろしくお願いいたします。

埋蔵文化財センター展示収蔵室からのお知らせ

埋蔵文化財センター展示収蔵室では、平成24年9月30日（日）までの期間、『発

掘調査速報展18　50cm下の桜井』として平成23年度に桜井市内で行った発掘調

査の速報展示を行っています。

本号でご紹介した纏向遺跡172次調査・173次調査出土の遺物の他、国内最古
の勅願寺である百済大寺に比定される吉備池廃寺関連の遺物、紅葉の名所談山神

社から出土した五錨杵や輪宝のような密教系の遺物や、長谷寺から出土した四耳

竃など、桜井市内にある古社寺・廃寺に関連する遺物が充実した展示となってあ

りますので、ぜひご観覧頂きますようお願いいたします。

開館時間9：00～16：30　休館日毎週月・火曜日及び祝日の翌日　7月18日（水）・

9月19日（水）（祝日は開館いたします。）入館料／大人200円小・中学生／100

円　20名以上の団体は大人150円小・中学生50円）

刊行物のご案内

埋蔵文化財センターでは纏向遺跡をもっと知りたい方のために以下の図書を頒布しています。

ガイドマップ『改訂第4版纏向へいこう＝200円（2011年2月に新版を刊行しました。）

※ご購入方法は　桜井市立埋蔵文化財センター内　の桜井市文化財協会までお問い合わせください。

お問い合わせ先　血0744－42－6005　FAXO744－42－1366

編集後記
今年度より桜井市纏向学研究センターが開設されたことに伴

い、纏向考古学通信も新体制で発行することとなりました。今回

は平成23年度に調査した纏向遺跡第173次調査を中心に纏向

遺跡に関するニュースをお届けしました。今後も調査の成果に目

が離せない纏向遺跡ですが、今年はどのような成果が上がるので

しょうが？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（M）

纏向考古学通借　V。i，4

発行　平成24年9月1日

編集　桜井市鰻向学研究センター

〒633－0085奈良県桜井市東田339

T E L O744－45－0590

FAX O744－45－0590

ホームページ開設しました。

纏向学研究センターで検索！

纏向考古学通信は「卑弥呼の里・桜井ふるさと寄附金」を活用して作成しています。


